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日中は汗ばむほどの陽気となり、夏の近いことを実感する季節になりました。                      

①昨年度は「新型コロナウイルス感染症」の感染拡大防止策により、ご利用者様には大変なご不便と 

ご心配をおかけした１年となりました。当苑の関係者にも、発熱・体調不良によりＰＣＲ検査の対象 

となった方々が複数いらっしゃいました。皆様の精神的な負担は測り知れないものと強く感じていま

す。関係者全員でその気持ちを共有しながら、引き続き感染防止対策を強めていくことが必要です。                                                 

１さて、私事ですが障害福祉に携わりこの 4月で 30年目                      

の節目を迎えました。ここに至るまで、皆様から貴重な                            

学びと様々な経験をいただきました。後進に伝えるべき                                

ことが山ほどあります。一つだけお伝えするとすれば                              

この仕事を続けていけるのは「障害のある方々の存在                               

であること」を実感できることだと思います。「与える」                                 

ではなく「与えられる」「ともに支え合い生きている」                                      

ことに実体験の中で気付き、学ぶことだと感じています。                         

1しかしながら、新型コロナウイルス感染症の猛威は、人                     

と人とのつながりを奪うかのような存在に感じてなりません。                     

新しい生活様式の中で「支え合う」ことの手段が変わっても、人間の基礎となる人とのつながりは 

大切にしていきたいものです。                      施設長 三須 正 

《祝成人》

 

正面玄関にいる「アマビエ」 



 

 

 

  

  

    

 

 

 

 

  

  

  

  

  

   

 

    

  

    

    

 

   

 

 

   

  

   

  

 

  

   

    

  

  

   

  

 

 

 

 

 

 

  

《キララ》 



 

 

 

 

 

   

  

  

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

   

  

  

  

   

   

 

 

《節 分》 

《防災・避難 

訓練》 

《土曜・全館消毒》 
《会議・感染症対策研修》 



 

 

 

 


